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安全にかかわる注意情報を示してあります。

取り扱いを誤った場合、死亡または重傷に至
る可能性が想定される場合を示してあります。

取り扱いを誤った場合、傷害に至る可能性ま
たは物的損害の発生が想定される場合を示し
てあります。

正しい操作のしかたや点検整備上のポイント
を示してあります。

JAU01892

はじめに

この取扱説明書には、お買いあげいただいた車の正しい取り扱い方
法や安全な運転のしかた、日常点検、簡単な定期点検整備などにつ
いて説明してあります。
車は万一取り扱いを誤ると、重大な事故やケガ、トラブルの原因と
なります。
車の正しい取り扱いをご理解いただくため、運転される前に必ず本
書をお読みください。
また、メンテナンスノート、セーフティガイド（スクーターをより
安全にお乗りいただくためのアドバイス）もあわせてお読みくださ
い。
本書では、正しい取り扱いおよび点検整備に関する重要な事項を下
記のシンボルマークで表示しています。

Q

正しい操作のしかたや点検整備上のポイントを示してあります。
車の受け取りの際には、お買いあげいただいた販売店から「取扱説
明書」「メンテナンスノート」「セーフティガイド」「仮保証書」「車
両受け渡し確認書」を受け取り、以下の説明を必ずお受けください。

8 車の正しい取り扱い方法
8 日常点検、定期点検整備
8 保証内容および保証期間
8 正式保証書の発行に関する説明

※車をゆずるときには、次の持ち主のために本書もお渡しくださ
い。

※仕様の変更などにより、本書の図や内容が一部実車と異なるこ
とがありますのでご了承ください。

ヤマハ車をお買いあげいただきありがとうございます。

≥¥

⁄

要 点
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・取扱説明書をよく読んで安全な運転をしましょう。�
・ヘルメットを正しくかぶりましょう。�
・ヘッドランプを昼間はロービーム点灯しましょう。�
・違法改造はやめましょう。�
・定められた点検整備をメンテナンスノートに�
   従って励行しましょう。�

5UY-2118K-00

q　警　告�

JAU01896

この章には、特に知っておいていただきた
いこと、守っていただきたいことなどの基
本的なアドバイスを述べてあります。運転
するときには、次のことを守って安全運転
および上手な操作を心がけてください。
■ 安全運転とは、交通ルールを守ること
だけでなく、ほかの人々が安全に通行
できるように配慮することです。

JAU01895

安全運転のために
JAU09002

1.あなた自身のために

◆安全項目ラベルについて

運転に慣れてきますと、いろいろな注意を
忘れがちになり、事故を起こすことがあり
ます。
車に乗るときには、安全項目ラベルの注意
事項をいつも守り、安全運転に心がけてく
ださい。

安全項目ラベル�
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るぶしまで覆われていて足にピッタリ
したものを選んでください。

≥¥
ヘルメットを正しくかぶっていないと、万
一の事故の際、死亡または重傷に至る可能
性が高くなります。
運転者は、必ずヘルメットをかぶり、正し
い服装で乗車してください。

◆安全運転は正しい服装から

8 ヘルメットは必ず着用してください。
ヘルメットはSまたはSG、JISマーク
のある二輪車用を必ず着用してくださ
い。ヘルメットは正しくかぶり、必ず
あごひもをしめます。頭にしっくり合
って、圧迫感のないものが最適です。

8 グローブを必ず着用してください。グ
ローブは、摩擦に強い皮製のものが適
しています。

8 ヘルメットにシールドを着用してくだ
さい。着用できないときは、ゴーグル
を使用してください。

8 運転する服装は保護性の高い服で、明
るく目立つ色で動きやすく、体の露出
が少ない長袖・長ズボンを着用してく
ださい。疲労を少なくし、万一の転倒
時には身体を保護します。
ズボンのすそや袖口の広い服は、運転
操作のじゃまになり、思わぬ事故の原
因にもなりますので避けてください。

8 靴はかかとが低く、運転操作がしやす
いものを着用してください。また、く

◆日常点検、定期点検整備を
必ず実施する

事故や故障を防ぐため、法令で定められた
１日１回ご使用前に行う日常点検と、法令
で定められた６か月、１２か月ごとに行う
定期点検は必ず実施してください。

⁄
部品交換が必要な場合は正規の規格のもの
を使用するよう、販売店へ依頼してくださ
い。規格が異なった部品を使用すると、故
障などの原因となります。
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◆両手はハンドル、
両足はフットレスト

運転するときは、両手でハンドルを握り、
両足をフットレストにのせます。

◆車の異状

次のような場合は、車が故障しているおそ
れがあります。そのままにしておくと、走
行に悪影響をおよぼしたり、事故につなが
るおそれがあり危険です。販売店で点検・
整備を受けてください。
8 異音がしたり、異臭や異常な振動があ
るとき。

◆スロットルグリップに磁気を帯び
たものや磁気の影響を受けるもの
を近づけない

強い磁気を帯びたものや、磁気の影響を受
けやすいカード類、時計などをスロットル
グリップに近づけないでください。

◆押して移動するときは
メインスイッチをOFFにする

車から降りて押して移動するときはメイン
スイッチをOFFにしてください。なお、後
進させるときに「ゴツゴツ」した感じがあ
りますが、モーターの特性であり故障では
ありません。
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◆乗車定員は１名

運転者以外に人を乗せることは道路交通法
によって禁じられています。

◆法定最高速度は３０km/h

車の速度が法定最高速度（30km/h）以上
になると、警告灯が点滅し、速度警告表示
（SPEED）が点灯して運転者に注意をうな
がします。

◆急激なハンドル操作や片手運転は
しない

急激なハンドル操作や片手運転は、横すべ
りや転倒の原因となります。絶対にしない
でください。

◆むやみに部品の取り外しはしない

むやみに部品の取り外しはしないでくださ
い。事故や故障の原因となることがありま
す。

◆違法改造はしない

違法改造は法律により禁止されています。
改造は操縦安定性を悪くしたり、車の寿命
を縮めたり、重大な事故や故障の原因とな
ります。
また、改造すると車の保証が受けられませ
ん。
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◆駐車

8 盗難予防のため、車から離れるときは
必ずハンドルロックをかけ、キーをお
持ちください。また、チェーンロック
などのサイクルロックも同時に使用す
ることをおすすめします。

8 交通のじゃまにならない場所に駐車し
てください。

8 平坦な場所に駐車してください。
やむをえず、傾斜地や柔らかい地面な
どの不安定な場所に駐車するときは、
転倒や動き出しのないようにしてくだ
さい。

◆昼間はヘッドライトを下向きに

Passol-Lは自動昼間点灯仕様です。他の
車や歩行者へ注意をうながし、自分の存在
を知らせるためです。対向車がまぶしくな
いように、ライトは下向きを使ってくださ
い。

◆自賠責保険に必ず加入

自賠責保険（共済）に加入することは法令
で定められています。万一の事態に備えて
必ず加入してください。
また、保険の期限切れにも注意してくださ
い。

JAU09003

２.歩行者と他の車のために

◆他の人への思いやり

8 交通ルールを守り、まわりの歩行者や
車の動きに注意し、相手の立場につい
て思いやりの気持ちをもって通行しま
しょう。

8 周囲の状況に注意して、安全なスピー
ドで走行してください。
歩行者や自転車のそばを通るときは、
安全な距離を保つか徐行してくださ
い。
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◆環境への配慮

廃車をするときや、寿命がきて使用済みに
なったバッテリーの処理をするときは、環
境保護のためお買い上げのヤマハ販売店に
ご相談ください。

JAU09004

４.交換部品と運搬

◆アクセサリーや交換部品は純正部品
を使用する

≥¥
タイヤなどの消耗品やアクセサリーなどの
部品は、販売店にご相談の上、必ず純正部
品を取り付けてください。それ以外の市販
品を使用しますと、事故によるケガや故障
の原因になることがあります。
また、保証の適用が受けられない場合があ
ります。

３.環境との調和のために

◆運搬するときは
バッテリーをはずす

⁄
四輪車などでPassol-Lを運搬する場合は、
バッテリーを車体から外してください。バ
ッテリーを外さずに運搬すると、車体やバ
ッテリーを損傷するおそれがあります。
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JAU09006

パワーモード/標準モード

Passol-Lは、走行条件（道路状況など）
に応じて、モーターの駆動力を選択するこ
とができます。
通常は「標準モード」で、坂の多い道など
では、楽に走れる「パワーモード」で走行
するなど、上手なモードの切り替えで快適
な走行が楽しめます。

◆モードの切り替えかた

「パワーモード」、「標準モード」の切り替
えは、1ボタン（POWER）で行います。

1ボタン（POWER）を押すとパワーモー
ドと標準モードが切り替わります。

パワーモード表示（POWER）が表示され
ているときは、パワーモードに設定されて
います。パワーモード表示（POWER）が
表示されていないときは、標準モードに設
定されています。

パワーモード表示�

要 点

メインスイッチをOFFにしても設定したモ
ードは記憶されています。

◆モードの上手な選びかた

表を参考にしながら、走行条件に応じてモ
ードを選んでください。標準モードで走行
すると、バッテリーの消費が少ないため、
1回の充電で走行できる距離が伸びます。

○：効果的な走行ができる、おすすめモー
ドです。

＊ 標準モードに比べ走行距離が短かくな
ります。

JAU09005

Passol-Lの特徴

モード パワー＊ 標準
発進 ○ ○
平地 ○ ○
上り坂 ○ △
下り坂 ○ ○

適
用
状
況
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◆1充電あたりの走行距離

＊最大登坂能力は約16％（約9度）です。

走りかた�

平坦路連続�

平坦路発進・�
停止�

30km/h�
定地航続距離�

坂道�
勾配3.5％（2度）を�
30km/hで登坂�

坂道�
勾配7.0％（4度）を�
25km/hで登坂�

10 20 30
走行距離（km）�

標準モード�

パワーモード�

40

※バッテリー新品、常温25℃、車載重量
（乗員および荷物を合計した重量）55kg、
平滑乾燥路面、無風状態で走行したときの
弊社データ
※パワーモードで常時走行すると、標準モ
ードで走行した場合より、走行できる距離
が短かくなります。
※バッテリーの特性上、気温の変化（バッ
テリー温度の変化）により、走行できる距
離が短くなる場合があります。
※車載重量が75kgのときは、55kgのとき
と比べて走行できる距離が10～20％短か
くなります。

JAU09007

走行距離

要 点

１回の充電で走行できる距離は、走りかた
や道路状況など（※）により異なります。

※発進・停止の回数、車載重量、坂の勾配、
路面の状態、風向き、風速、気温、充電状
態、バッテリーの性能低下、タイヤの空気
圧低下など。
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JAU09066

バッテリーの上手な使いかた

バッテリーの寿命を延ばすため、以下のよ
うな取り扱いをおすすめします。

要 点

8 充電をするときは、直射日光が当たら
ない、涼しい場所を選んで充電してく
ださい。

8 月に1～2回、充電ランプが消灯したあ
とに充電器を8～12時間接続したままに
してください。自動的に補充電を行い
ます。(充電ランプの消灯後、約12時間
で自動的に充電器の内部にて電源が切
れます。）

8 バッテリーの残量が10％以下（バッテ
リーの残量表示が1灯以下）の状態で、
長期間保管しないでください。

8 バッテリーを取り外して保管をすると
きは、涼しい場所を選んで保管してく
ださい。

8 長期間使用しないときは、バッテリー
の残量表示が2～3灯の状態にして車体
から取り外し、涼しい場所（最適温度
10℃～25℃）に保管してください。

◆バッテリーの劣化特性

100

0
充電回数�

常温使用時�

バ
ッ
テ
リ
ー
容
量�

（％）�

高温使用時�
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バッテリーボックス側ランプの見かた
（バッテリーの外しかたは42ページ「充電
のしかた」参照）
PUSHボタンを押すと5秒間表示します。

バッテリーボックス側�
ランプ�

PUSHボタン�

JAU09008

バッテリー残量の目安

⁄
使用する前に必ず確認します。

◆バッテリー残量の確認のしかた

メーター内バッテリー残量表示灯またはバ
ッテリーボックス側ランプで確認できま
す。

要 点

充電中は充電の進行状態を表示します。こ
のときは、使用中の残量表示とは異なりま
す。（49ページ「充電の進行状態の表示」
参照）

メーター内バッテリー残量表示灯の見かた
メインスイッチをONにすると、メーター
内のバッテリー残量表示灯は数秒間全セグ
メントを点灯し、その後バッテリーの放電
量に応じて残量の目安を表示します。

バッテリー残量表示灯�
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◆バッテリー残量の目安

バッテリー残量
（％）

75～100

メーター内バッテリー
残量表示灯

55～75

35～55

20～35

10～20

1～10

0～1

0

点灯� 点滅� 点灯� 速い点滅�ゆっくり点滅�

バッテリーボックス側
ランプ

走行可能です。

登坂力などが低下します。
充電してください。

バッテリー残量が約10％になったことを1灯目の
セグメントの点滅とおしらせ音で知らせます。
早めに充電してください。

バッテリー残量がほとんどありません。
使用を中止して充電してください。

走行不可能です。

状態

走行可能です。

55
走行可能です。
バッテリー残量が約半分になったことを4灯目の
セグメントの点滅とおしらせ音で知らせます。
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JAU01918

各部の名称

各部の名称を示してあります。（ ）内に参照ページがあるものは、そのページに詳しい説明があります。
（……部は外からは見えない部分です。）

JAU01917

名称と操作

スロットルグリップ（P51、

前輪ブレーキレバー（P56、

コンビニフック（P30）

ヒューズ（P69）

バッテリー（P32）

Passol-L専用充電器（P32）

61）

55）

書類入れ（P30）
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後輪ブレーキレバー（P51、56、

ハンドルスイッチ（P28）

メーター（P17）

メインスイッチ（P27）

後輪ブレーキアジャスター（P68）

前輪ブレーキアジャスター（P68）

61）

シートロック（P29）
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JAU09096

おしらせ音について

Passol-Lは、以下の車両操作や動作をお
しらせ音で知らせます。

8 メインスイッチON
8 始動待ち警告（52ページ参照）
8 操作ボタンプッシュ
8 暗証ロック解除OK
8 暗証ロック解除NG
8 走行可能状態（20ページ参照）
8 方向指示灯使用
8 バッテリー残量約55％
（12ページ参照）

8 バッテリー残量約10％
（12ページ参照）
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メ　モ
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JAU01919

計器類の見かた

警告マーク�

3ボタン(SELECT)

2ボタン(SET)

1ボタン(POWER)

パワーモード表示�

スピードメーター�

走行可能状態表示�

暗証ロック表示�

バッテリー残量表示灯�

警告灯�

速度警告表示�

トリップメーター／�
オドメーター／�
温度警告表示�

JAU09009*

Passol-Lにはコントロールユニットなど
の自己診断機能が装備されています。メイ
ンスイッチをONにすると自己診断を行い、
メーターが全て点灯します。自己診断終了
後、自動的に始動待ちモードになります。
始動待ちモードになると“PUSH”が点滅
します。

1ボタン、2ボタン、3ボタンのいずれかを
押すと始動待ちモードが解除され、走行モ
ードになります。
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JAU09011

◆スピードメーター

車の速度を数字で示します。

JAU09012*

◆操作ボタン

1ボタン、2ボタン、3ボタンがあります。
8 始動待ちモードの解除
8 パワーモード／標準モードの切り替え
8 オドメーター／トリップメーターの切
り換え

8 トリップメーターのリセット
8 暗証番号の登録／変更
8 暗証ロックのセットと解除
を行います。

≥¥
ボタンの操作は必ず停車中に行ってくださ
い。

JAU09010*

◆トリップメーター／オドメーター

走行距離を表示します。メインスイッチを
OFFにしても設定は記憶されています。

トリップメーター（Trip）
3ボタンを数秒間押し続けてメーターを
“0.0”にリセットすると、次にリセットす
るまでの走行距離を積算します。
3ボタン（SELECT）を押すと、オドメー
ターに切り替わります。

オドメーター（Odo）
走行した総距離をkmの単位で示します。
定期点検整備の目安にもなります。
3ボタン（SELECT）を押すと、トリップ
メーターに切り替わります。

走行モードになると、走行可能状態表示
（RUN）を点灯、サークル（回転する楕円
表示）を表示します。

要 点

走行モードになるとおしらせ音が鳴りま
す。ブレーキレバーを握るか走行すると鳴
りやみます。
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JAU09013

◆温度警告表示（HEAT/COOL）

Passol-Lは、バッテリーやコントローラ
ーの保護のため温度保護機能が装備されて
います。
温度異常を検出したときは、トリップメー
ター／オドメーターの表示を中止して次の
ように表示します。

走行可能状態表示�

バッテリー残量表示灯� 速度警告表示�
トリップメーター／�
オドメーター／�
温度警告表示�警告灯�

走行可能状態表示（RUN）が表示されて
いるときは走行できますが、バッテリーか
らの放電がおさえられているのでスピード
が遅く感じることがあります。
特にバッテリー残量表示灯が2灯以下のと
きには、バッテリーからの放電制限によっ
て駆動力が大きく下がりますが、故障では
ありません。

走行可能状態表示（RUN）が点灯したま
まバッテリーやコントローラーの温度が規
定温度になると温度警告表示が自動的に解
除され、オドメーター／トリップメーター
が再び表示されます。

バッテリーやコントローラーの温度が規定
温度以上になると“HEAT”が点滅します。
バッテリーの温度が規定温度以下になると
“COOL”が点滅します。

要 点

“COOL”が点滅する温度は、バッテリー
残量が2灯以下のときには、より高い温度
で点滅することがあります。
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JAU09015

◆速度警告表示（SPEED）

車の速度が法定最高速度（30km/h）以上
になると、点灯表示します。同時に警告灯
も点滅します。

JAU09016

◆走行可能状態表示（RUN）

走行可能なときは“RUN”とサークルを
表示します。

走行可能状態表示（RUN）が消灯してい
るときは走行できません。

メインスイッチをOFFにしてしばらく待っ
てから使用してください。

要 点

メインスイッチを一旦OFFにしてからON
にしなおすと温度警告表示が解除されま
す。

⁄
Passol-Lを押して移動する場合は、メイ
ンスイッチをOFFにしてください。
また、歩道のある場所では歩道を通行して
ください。

JAU09014*

◆バッテリー残量表示灯

バッテリーの残量を示します。
1セグメント点灯になったら、早めに充電
してください。

（バッテリー残量の目安は11ページ参照）

要 点

走行前にはバッテリー残量が充分かを必ず
確認してください。
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JAU09019

◆パワーモード表示（POWER）

パワーモードに設定されているとき、
“POWER”を表示します。
（パワーモード／標準モードの切り換え
は8ページ「モードの切り換えかた」を参
照）

警告マーク�

パワーモード表示�

警告灯�

速度警告表示�
バッテリー残量表示灯�

バッテリーの異常を検出するとバッテリー
残量を表示できなくなり、警告灯が点灯し、
警告マーク（Q）とバッテリー残量表示
灯の全セグメントが点滅します。

走行できますが、早めにヤマハ販売店で点
検・整備を受けてください。

警告灯�

JAU09020

◆警告灯

速度警告表示
車の速度が30km/hを超えると点滅しま
す。同時に速度警告表示（SPEED）が点
灯します。
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異常警告表示
異常を検出すると点灯します。
点灯したときはメーターの警告表示を確認
してください。
8 メーターに“HEAT”または“COOL”
が表示されたときは19ページ「温度警
告表示」を参照してください。

8 メーターにQが表示されたときはヤマ
ハ販売店で点検・整備を受けてくださ
い。

JAU09018

◆警告マーク（Q）

異常を検出すると点滅します。メインスイ
ッチを一旦OFFにしてからONにしなおし
ても消灯しない場合は、ヤマハ販売店で点
検・整備を受けてください。

要 点

メインスイッチをONにすると数秒間点灯
しますが、その後消灯すれば異常ではあり
ません。

1. メインスイッチをONにします。
メーターが数秒間全て点灯した後、始
動待ちモードになります。

要 点

暗証ロックがセットされていると、始動待
ちモードのときに暗証ロック表示（LOCK）
が点灯します。

暗証ロック表示�

JAU09017*

暗証ロックの使いかた

Passol-Lは、暗証番号を登録して暗証ロ
ックを使うことができます。暗証ロックが
セットされていると、メインスイッチを
ONにしても正しい暗証番号を入力しない
と発進できません。

◆暗証番号の登録／変更のしかた

≥¥
暗証番号の変更／登録は安全な場所に車を
停めて行ってください。

要 点

暗証番号の登録／変更中に1分以上操作を
中断すると、暗証番号の登録／変更モード
が解除されます。もう一度やり直してくだ
さい。
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4. 登録されている暗証番号を入力しま
す。
1ボタン、2ボタン、3ボタンで入力し
ます。

3. 2ボタンと3ボタンを同時に押します。
暗証番号登録モードになります。

はじめて暗証番号を登録するとき
24ページ手順5に進んでください。

登録されている暗証番号を変更する
とき
“OLD”と“－－－－”が表示されま
す。

2. 1ボタン、2ボタン、3ボタンのいずれ
かを押して始動待ちモードを解除しま
す。
走行モードになります。

要 点
8 暗証ロックがセットされているときは、
始動待ちモードを解除した後、暗証番
号を入力して暗証ロックを解除します。
暗証ロックの解除は51ページ「発進の
準備」を参照してください。

8 走行モードになると、おしらせ音が鳴
ります。ブレーキレバーを握ると鳴り
やみます。
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5. “NEW”と“－－－－”が表示されま
す。

新しい暗証番号を入力します。
暗証番号は1、2、3の数字を組み合わ
せた4桁です。1ボタン、2ボタン、3
ボタンで入力します。

要 点

「1111」は登録できません。

暗証番号を間違えると、おしらせ音が
鳴り“NG”が数秒間点滅して、走行
モードに戻ります。もう一度手順3か
らやり直してください。
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6. 3ボタン（SELECT）を押して“OK”
を表示させ、2ボタン（SET）を押し
ます。

暗証番号が数秒間点滅し、走行モード
になります。

⁄
暗証番号は必ずメモし、大切に保管してく
ださい。

要 点

8 3ボタン（SELECT）を押すたびに
“OK”と“NG”が切り替わります。

8 入力した番号を変えたいときは“NG”
を表示させ、2ボタン（SET）を押す
ことで、手順5に戻ってやり直すこと
ができます。

4桁の暗証番号を入力すると“OK or
NG”が表示されます。
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暗証ロックの解除
始動待ちモードを解除した後、暗証番号を
入力します。
（51ページ「発進の準備」参照）

JAU04671

キーの取り扱い

8 キーは車の操作や保管をするときなど
に使用する大切なものです。キーを紛
失しないように、充分に注意してくだ
さい。

8 キーは２本付属しています。１本は予
備として大切に保管してください。

8 １本のキーを紛失または破損したとき
は、販売店またはキーショップなどで
新しい予備キーを作っておいてくださ
い。

8 キーを２本とも紛失または破損したと
きは、販売店にご相談ください。

◆暗証ロックのセット／解除の
しかた

暗証ロックのセット
停車中に2ボタン（SET）を数秒間押し続
けます。暗証ロックがセットされるとメー
ターが暗証ロック表示（LOCK）を表示し
ます。

（57ページ「止まりかた」参照）

要 点

ヤマハ販売店に点検・整備や修理を依頼す
るときは、暗証ロックをセットしないでく
ださい。
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JAU09024

OFF
8 電源がOFFになります。
8 キーの抜き差しができます。

JAU02038

LOCK（ハンドルロック）
8 ハンドルをロックします。
8 キーの抜き差しができます。

JAU02042

≥¥
走行中にメインスイッチをOFFやLOCKの
位置にすると、電気系統の作動が停止し、
事故につながるおそれがあります。
メインスイッチは必ず停車中に操作してく
ださい。

JAU09025

⁄
盗難予防のため、車から離れるときは必ず
ハンドルロックをかけ、キーをお持ちくだ
さい。

JAU09023

ハンドルロック

ハンドルロックは駐車時などの盗難予防用
です。

ロックのしかた
1. ハンドルを左へいっぱいに切ります。
2. OFFの位置でキーを押し込み、そのま
まLOCKまで回します。

解除�

ロック�

JAU09021

メインスイッチ

電源の「入/切」、ハンドルロックを行いま
す。

JAU09022

ON
8 全てのメーター表示部を数秒間表示
し、ヘッドライト、テールランプとメ
ーター灯が点灯します。

8 キーは抜けません。

要 点

Passol-Lにはバッテリー保護のため、オ
ートパワーオフ機能が装備されています。
停止したまま5分以上経過すると電源が
OFFになります。5分以上停止してから再
発進する場合は、一旦メインスイッチを
OFFにしてから再度メインスイッチをON
にして発進の準備をしてください。

ON
OFF

LOCK

5UY-9-J3  06.3.23 8:30 AM  ページ 27



28

解除のしかた
キーをLOCKの位置で押し込み、そのまま
OFFまで回します。

≥¥
走行前にハンドルを左右に切り、切れ角が
左右均等であるかを確認します。

JAU02070

ハンドルスイッチの使いかた

JAU03916

◆ヘッドライト上下切り替えスイッチ
（& %）

ヘッドライトの配光を上向き、下向きに切
り替えるスイッチです。
&（上向き）：遠くを照らします。
%（下向き）：近くを照らします。

要 点

先行車や対向車があるときは、ヘッドライ
トを下向き%にしてください。

ヘッドライト上下�
切り替えスイッチ�

方向指示器スイッチ�

ホーンスイッチ�

要 点

ロックしにくいときは、ハンドルを軽く左
右に動かしながらキーを回します。

3. ハンドルを軽く左右に動かして、ロッ
クを確認します。

4. キーを抜きます。

≥¥
8 交通のじゃまにならない場所に駐車し
てください。

8 平坦な場所に駐車してください。
やむをえず、傾斜地や柔らかい地面な
どの不安定な場所に駐車するときは、
転倒や動き出しのないようにしてくだ
さい。

⁄
盗難予防のため、車から離れるときは必ず
ハンドルロックをかけ、キーをお持ちくだ
さい。
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JAU09027

シートの開閉

キーでシートロックを解除し、シート後方
を持ち上げてシートを開けます。

閉めるときは、シートを手で下ろし、シー
ト後部を押さえてロックします。

要 点

8 シートが確実にロックされているか確
認してください。

8 シートが確実にロックされていないと、
キーを抜き取ることはできません。

≥¥
方向指示灯は自動的に消灯しません。使用
後は必ず消灯してください。点滅したまま
にしておくと、他の方の迷惑になります。

方向指示灯が速く点滅しているときは、方
向指示灯の電球が切れています。電球を交
換してください。

⁄
電球を交換するときは、正規のワット数の
ものを使用してください。これ以外のもの
を使用すると、正常に作動しません。

JAU02083

◆ホーンスイッチ（HORN）

スイッチを押すとホーンが鳴ります。

要 点

必要なときにのみ使用してください。

JAU09026*

◆方向指示器スイッチ（5）

進路変更の合図に使用します。
操作は、進路変更する側にスイッチをスラ
イドさせます。
消灯するときは、スイッチを押します。

6：右側の方向指示灯が点滅します。
4：左側の方向指示灯が点滅します。

要 点

方向指示灯を使用するとおしらせ音が鳴り
ます。

ヘッドライト上下�
切り替えスイッチ�

方向指示器スイッチ�

ホーンスイッチ�
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JAU02243

コンビニフック

手さげ袋などをこのフックに掛けます。

≥¥
コンビニフックに掛けられる荷物は、1kg
までです。

コンビニフック�

JAU09029

書類入れ

バッテリー収納部の右側に書類収納場所が
あります。（バッテリーの外しかたは42ペ
ージ「充電のしかた」参照）
メンテナンスノートは二つ折りにし、自賠
責保険証とともにポーチに入れて保管して
ください。

ポーチ�

JAU09028

ヘルメットホルダー

シートを開けるとヘルメットホルダーがあ
ります。ワイヤーをヘルメットのあごひも
の金具部分に通してピンに掛け、シートを
ロックします。

≥¥
ヘルメットをヘルメットホルダーに掛けた
まま走行しないでください。ヘルメットが
運転を妨げ思わぬ事故の原因になったり、
ヘルメットが損傷し保護機能が低下するこ
とがあります。また、車に損傷を与えるこ
とがあります。

ワイヤー�

ピン�
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JAU09030

ヘッドライト

ヘッドライトは走行中は明るく点灯し、停
車すると減光します。

要 点

8 停止したまま5分以上経過するとバッテ
リー保護のため、オートパワーオフ機
能が作動し、電源がOFFになります。

8 バッテリー残量が少ないとき（メータ
ー内バッテリー残量表示灯の表示が1セ
グメント点灯以下のとき）は減光しま
せん。

JAU02331

スタンディングハンドル

メインスタンドを立てるときに右手で持ち
ます。

スタンディングハンドル�
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JAU09032

充電するときは

充電するときは、次の「警告」「注意」を
守って正しく安全に作業してください。 ≥¥

バッテリーを取り付けたまま充電するとき
は、キーを抜いてください。

≥¥
Passol-L専用充電器は幼児やペットがい
たずらするところに放置しないでくださ
い。

JAU09031

バッテリーの充電

5UY-9-J3  06.3.23 8:30 AM  ページ 32



33

≥¥
電源プラグや充電プラグをぬれた手で取り
扱わないでください。感電するおそれがあ
ります。

≥¥
バッテリーを取り付けたまま充電するとき
は、充電器を接続したままの状態で車体を
動かさないでください。
転倒してケガをしたり、機器を損傷するお
それがあります。

≥¥
Passol-L専用充電器は他の電気製品など
に使用しないでください。
Passol-L専用充電器はパッソルEA06、
EC-02、Passol-Lのバッテリー充電用に
開発された専用品です。接続プラグの形状
が一致しても、他の電気製品などには絶対
に使用しないでください。破損や火災の原
因になります。
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≥¥
充電中のPassol-L専用充電器に、長時間、
皮膚の同じ場所で触れないでください。
Passol-L専用充電器は充電中に発熱し、
高温になる場合があります。充電中の
Passol-L専用充電器に長時間皮膚の同じ
場所で触れていると、低温やけどのおそれ
があります。

≥¥
Passol-L専用充電器を水没させたり、雨
中に放置しないでください。
充電中にバッテリーを破損させる事があり
ます。水が入ったと思われる場合は、必ず
ヤマハ販売店で点検を受けてからご使用く
ださい。

≥¥
充電するときは必ずPassol-L専用充電器、
EC-02専用充電器またはパッソルEA06専
用充電器を使用してください。バッテリー
などが損傷するおそれがありますので、
Passol-L専用充電器、EC-02専用充電器
またはパッソルEA06専用充電器以外は絶
対に使用しないでください。
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⁄
充電するときは、Passol-L専用充電器を
平坦な場所にしっかり設置してください。
このとき、必ずランプが上向きになるよう
設置してください。コードが引っぱられた
り、逆さのままで使用すると故障の原因に
なります。

⁄
充電コードの取り扱いは充分注意してくだ
さい。
Passol-L専用充電器が屋内に、車両が屋
外にある場合、ドアやサッシで充電コード
をはさみ込むとコードを傷つけるおそれが
あります。また、コードを引っ張ってプラ
グを抜かないでください。コードを傷つけ
るおそれがあります。

⁄
Passol-L専用充電器を落としたり、強い
衝撃を与えないでください。
充電ができなくなったり、破損するおそれ
があります。

5UY-9-J3  06.3.23 8:30 AM  ページ 35



36

⁄
Passol-L専用充電器にカバーをしたり、
上に物を置かないでください。また、複数
のPassol-L専用充電器を重ねたり密着さ
せて使用しないでください。Passol-L専
用充電器は冷却のためファンが作動してい
ますので、内部が発熱し、充電できなくな
ることがあります。

⁄
バッテリー底部の接点や充電プラグ、充電
コネクターにごみ、土、油、水などが付着
しないよう注意してください。充電ができ
なくなったり破損するおそれがあります。
バッテリー底部の接点や充電プラグ、充電
コネクターはいつもきれいにしておいてく
ださい。

接点�

充電プラグ�

充電コネクター�

JAU09033

バッテリー取り扱いの注意

バッテリー取り扱うときは、次の「警告」
「注意」を守って正しく安全に作業してく
ださい。
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≥¥
バッテリー底部の接点やバッテリー上部の
充電コネクターにものをつめたり、ショー
トさせないでください。
接点部にものをつめると、接触不良により
使用できなくなることがあります。また、
針金などでショートさせると、感電または
故障のおそれがあります。

≥¥
バッテリーに水をかけたり、水中に投下し
ないでください。
バッテリーに水をかけるとショートし、感
電の原因になります。また、水中に投下す
ると電池機能を失い、使用できなくなりま
す。

≥¥
バッテリーを火中に投げ入れないでくださ
い。
バッテリーを火中に投げ入れると、破裂の
おそれがあり大変危険です。使用済バッテ
リーは、ヤマハ販売店で必ずリサイクルし
てもらいましょう。
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≥¥
バッテリーを分解しないでください。
バッテリーを分解すると故障の原因になり
ます。

⁄
バッテリーを落としたり、強い衝撃を与え
ないでください。
バッテリーが破損したり断線の原因になり
ます。特に階段の角にぶつけたり、運搬時
に引きずったりしないでください。

≥¥
バッテリーを他の電気製品や用途に使わな
いでください。
バッテリーはPassol-L専用です。他の電
気製品に使用すると、バッテリーや他の電
気製品が損傷することがあります。
Passol-L、EC-02、パッソルEA06以外の
用途には絶対に使用しないでください。
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⁄
Passol-Lを四輪車などで運搬するときは、
バッテリーを取り外してください。
バッテリーを取り付けたまま運搬すると、
衝撃で破損したり断線の原因になります。

JAU09034

充電する場所

充電時間は充電環境に左右されます。また、
充電環境が悪いとPassol-L専用充電器や
バッテリーの故障の原因となります。下記
の諸条件を満たす場所を選んで充電してく
ださい。

8 平坦で安定がよいところ。
8 雨や水にぬれないところ。
8 直射日光の当たらないところ。
8 風通しがよく、湿気のないところ。
8 幼児やペットなどがいたずらをしない
ところ。

8 充電中の室温が-5℃～45℃の範囲内の
場所。

⁄
損傷しているバッテリーは使用しないでく
ださい。
バッテリーを落下させたり、ぶつけたりし
て損傷したまま使用すると故障の原因にな
ります。ヤマハ販売店で点検を受けてから
使用してください。
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充電に適さない場所、充電方法

8 直射日光が当たる場所での充電
8 長い距離を走行した直後の充電

充電おすすめ場所の参考例

要 点

充電に最適な温度は約10℃～25℃です。
室温が-5℃～45℃の範囲なら充電可能で
すが、走行直後のバッテリーは、この温度
範囲外にある場合があります。この場合、
バッテリー内部温度が適正温度になるまで
充電待ちの状態（充電器の充電ランプが緑
色で点滅する状態）になります。

充電ランプ�

8 日陰ですずしく、風通しのよい場所

8 夜間でも-5℃以下にならない場所

夏

冬

夏

最適温度10℃～25℃

最適温度10℃～25℃�
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充電途中でバッテリーが規定の温度を越え
たときはバッテリー保護のために自動的に
充電を中止しますので、充電不足になる場
合があります。また、バッテリーの劣化に
も影響しますので、充電はできるだけすず
しい場所で行ってください。

8 冬の屋外、または物置などの寒い場所
での充電

8 ストーブやこたつなどの暖房器具の近
くでの充電

充電前には適正温度範囲内であっても深夜
の冷え込みなどにより途中で-5℃以下にな
るとバッテリー保護のために自動的に充電
待機となり、Passol-L専用充電器の充電
ランプが緑色でゆっくり点滅して知らせま
す。このようなときはあたたかな場所でも
う一度充電をしなおしてください。
なお、充電待機が長時間続くと自動的に充
電を中止しますので、充電不足になる場合
があります。

充電ランプ�

冬
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7. 充電器の電源プラグを家庭用のコンセ
ント（100V）に差し込みます。

⁄
コードは巻いたまま使用しないでくださ
い。発熱して機器を損傷させるおそれがあ
ります。

電源プラグ�

充電器�

4. バッテリーのグリップを持って、バッ
テリーを引き上げて抜き出します。

5. バッテリーカバーを閉めます。
カチッと音がするまでバッテリーカバ
ーを押さえて閉めます。

6. シートを閉め、シート後方を押さえて
ロックします。

JAU09035

充電のしかた

バッテリーは車体に取り付けたままでも、
取り外した状態でも充電ができます。

JAU09036

◆バッテリーを取り外して
充電する場合

1. メインスイッチをOFFにします。
2. シートを開けます。
（シートの開閉は29ページ参照）

3. 手を添えてバッテリーカバーを開けま
す。

⁄
バッテリーカバーはスプリングの力で勢い
よく開きます。

バッテリーカバー�
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11.シートを開けます。
12.バッテリーカバーを開けます。
13.バッテリーのグリップを持ち、左側の
ガイドに添わせてゆっくり挿入しま
す。

8. 充電器の充電プラグをバッテリーの充
電コネクターに差し込みます。

要 点

8 充電器を電源とバッテリーに接続する
と、自動的に充電を行います。

8 充電中はバッテリーボックス側ランプ
で進行状態を確認できます。（進行状態
の表示は50ページ参照）

8 充電中は充電器の充電ランプが作動状
態を知らせます。（充電ランプの表示
は46ページ参照）

充電プラグ�
充電コネクター�

バッテリー�

充電器�

8 Passol-L専用充電器は強制空冷方式を
採用しています。充電中は常にファン
が作動していますので、ファンモータ
ーやファンの風切り音がします。

8 充電が完了すると充電器の電源は自動
的に切れます。

9. 充電が終了したら充電器の充電プラグ
をバッテリーの充電コネクターから抜
きます。

10.充電器の電源プラグをコンセントから
抜きます。

⁄
使用後は安全のため、コンセントから電源
プラグを抜いて保管してください。
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⁄
8 バッテリーを挿入するときは、指など
をはさまないように注意してください。

8 バッテリー底部の接点や充電プラグ、
充電コネクターにごみ、土、油、水な
どが付着しないよう注意してください。
充電ができなくなったりバッテリーが
破損するおそれがあります。バッテリ
ー底部の接点や充電プラグ、充電コネ
クターはいつもきれいにしておいてく
ださい。

8 バッテリーを挿入する際に異物が入ら
ないようにしてください。

要 点

バッテリーは奥まで確実に挿入してくださ
い。

JAU09037*

◆バッテリーを取り付けたまま
充電する場合

1. メインスイッチをOFFにします。
2. シートを開けます。
（シートの開閉は29ページ参照）

3. 充電器の電源プラグを家庭用のコンセ
ント（100V）に差し込みます。

⁄
コードは巻いたまま使用しないでくださ
い。発熱して機器を損傷させるおそれがあ
ります。

14.バッテリーカバーを閉めます。
カチッと音がするまでバッテリーカバ
ーを押さえて閉めます。

15.シートを閉め、シート後方を押さえて
ロックします。

16.充電器のコードは充電器本体に巻き、
バンドで留めて保管します。

⁄
充電直後は充電器本体やコードが発熱して
いることがあります。冷めてから行ってく
ださい。

バンド�

5UY-9-J3  06.3.23 8:30 AM  ページ 44



45

要 点

8 充電器を電源とバッテリーに接続する
と、自動的に充電を行います。

8 充電中はメーターで進行状態を確認で
きます。（進行状態の表示は50ページ参
照）

8 充電中はメインスイッチがONの状態で
も、バッテリー残量表示灯以外は作動
しません。

8 充電中は充電器の充電ランプが作動状
態を知らせます。（充電ランプの表示
は46ページ参照）

8 Passol-L専用充電器は強制空冷方式を
採用しています。充電中はファンが作
動していますので、ファンモーターや
ファンの風切り音がします。

8 充電が完了すると充電器の電源は自動
的に切れます。

⁄
充電器と充電コネクターをつなぐコードは
溝を通して配線してください。コードを溝
に正しく通さないとコードなどが損傷する
おそれがあります。

5. シートを閉め、シート後方を押さえて
ロックします。

6. キーを抜き取ります。

⁄
盗難予防のため、車から離れるときは必ず
ハンドルロックをかけ、キーをお持ちくだ
さい。

溝�

4. バッテリーカバー中央部のバッテリー
サブカバーを開け、充電器の充電プラ
グをバッテリーの充電コネクターに差
し込みます。

要 点

充電器を電源とバッテリーに接続するとお
しらせ音が鳴ります。

充電プラグ�

充電コネクター�

バッテリーサブカバー�
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7. シートを開けます。
8. 充電器の充電プラグをバッテリーの充
電コネクターから抜きます。

9. 充電器の電源プラグをコンセントから
抜きます。

⁄
8 使用後は安全のため、コンセントから
電源プラグを抜いて保管してください。

8 充電終了後は、屋外へ放置しないでく
ださい。

10.バッテリーカバー中央部のバッテリー
サブカバーを閉めます。

11.シートを閉め、シート後方を押さえて
ロックします。

12.充電器のコードは充電器本体に巻き、
バンドで留めて保管します。

⁄
充電直後は充電器本体やコードが発熱して
いることがあります。冷めてから行ってく
ださい。

バンド�

JAU09038

充電中の充電ランプの表示

JAU09039

◆緑ランプ点灯
通常充電中です。
充電が完了すると、充電ランプが消灯しま
す。

充電ランプ�
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◆緑ランプ点滅

バッテリーの温度が充電可能範囲（-5℃～
45℃）でないとき、または電圧が低いと
きに表示します。充電待機中です。
充電待機中は、充電器の充電ランプが緑色
でゆっくり点滅し充電待ちをします。適正
な環境になると充電ランプが緑色の点灯に
変わり、自動的に充電を開始します。

要 点

8 充電の途中でも環境の変化により充電
待機中になり、緑ランプが点滅するこ
とがあります。適正な環境になると充
電ランプが緑色の点灯に変わり、自動
的に充電を開始します。

8 充電ランプが緑色でゆっくり点滅する
充電待機が長時間続くと、速い点滅に
かわって充電を中止します。
適正な温度の場所へ移動するなどして、
充電をやりなおしてください。

◆赤ランプ点灯または点滅

充電器またはバッテリーボックス内異常を
検出したため、充電できません。
一旦充電プラグと電源プラグを抜いて充電
を中止し、39ページ「充電する場所」を
参照して充電環境を整えてから、再度充電
してください。再び赤ランプが点灯または
点滅する場合は機器の故障が考えられま
す。充電プラグと電源プラグを抜いて使用
を中止し、ヤマハ販売店で点検・整備を受
けてください。

要 点

充電の途中でも環境の変化により充電不可
能になり、赤ランプが点灯または点滅する
ことがあります。

JAU09040

充電時間

JAU09041

◆通常充電

充電時間は、充電前の走行状態やバッテリ
ー残量・外気温により異なります。
バッテリー残量0％の状態のバッテリーを
充電するのにかかる時間は約6.0時間です。

要 点

充電時間には充電待機（緑ランプ点滅中）
は含みません。

100

50

0 2.5 5.0 7.5
充電時間（時間）�

バ
ッ
テ
リ
ー
残
量�

（％）�

5UY-9-J3  06.3.23 8:30 AM  ページ 47



48

JAU09042

◆充電待ち

バッテリー温度が-5℃～45℃の範囲にあ
る場合は、充電待ちはありません。
バッテリー温度が-5℃以下あるいは40℃
以上のときは、充電器の充電ランプが緑色
でゆっくり点滅し充電待ちをします。適正
な温度になると充電ランプが緑色の点灯に
変わり、自動的に充電を開始します。

⁄
8 充電が完了すると充電器の電源は自動
的に切れます。使用しないときは安全
のため、コンセントから電源プラグを
抜いて保管してください。

8 充電終了後は、充電器を屋外へ放置し
ないようにしてください。
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JAU09043

充電の進行状態の表示

充電中は充電状態が表示されます。

バッテリーを取り付けたまま充電している
ときはメーターに充電状態が表示されま
す。

バッテリーを取り外して充電しているとき
はバッテリーボックス側ランプに充電状態
が表示されます。

バッテリーボックス側�
ランプ�

充電の進行状態
（％）

0～20

メーター

20～35

35～55

55～75

75～99

100 消灯

バッテリーボックス側
ランプ

消灯

点灯� 点滅� 点灯� 点滅�
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◆バッテリーのリサイクルに
ご協力ください

リチウムイオンバッテリー（Li-ion Mn）
はリサイクル可能なバッテリーです。寿命
がきて使用済みになったバッテリーは、販
売店で回収リサイクルしてもらってくださ
い。小さな積み重ねが地球の限られた資源
を有効活用します。

リサイクルマーク�

JAU09044

バッテリーの知識

JAU09045*

◆リチウムイオンバッテリーとは…

Passol-Lに使われているリチウムイオン
バッテリー（Li-ion Mn）はエネルギー密
度が高く、ニカド（Ni-Cd）バッテリーや
ニッケル水素（Ni-MH）バッテリーの約３
倍の高電圧が得られるため、小型で軽量に
できます。
また、ニカドバッテリーやニッケル水素バ
ッテリーでは、浅い放電と充電を繰り返す
と放電容量が減少するというメモリー効果
があるため、定期的なリフレッシュ充電が
必要ですが、リチウムイオンバッテリーは
リフレッシュ充電は不要で、継ぎ足し充電
が可能です。

◆バッテリーの劣化

Passol-Lに使われているリチウムイオンバ
ッテリー（Li-ion Mn）は、性能（放電容
量）が徐々に低下してゆく特性を持ってい
ます。性能低下の度合いは使用条件によっ
て異なりますが、繰り返し充・放電回数
500回で新品時の約70～80％まで放電容
量が低下します。

要 点

バッテリーを交換したときは、使用前に
Passol-L専用充電器で完全に充電してく
ださい。完全に充電しないと、メーター内
のバッテリー残量表示灯が正確な残量を表
示できません。
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2. 車を前に押し出してメインスタンドを
戻します。

≥¥
メインスタンドを立てたり戻したりすると
きは、スタンディングハンドルを持ってく
ださい。メインスイッチがONになってい
るときにスロットルグリップを握って押し
出すと、スロットルグリップが回り、車が
走り出すことがあります。

3. 車に乗ります。

JAU02374

運転操作
JAU09046*

発進の準備

要 点

発進の準備はスロットルグリップを閉じて
行ってください。スロットルグリップを回
して操作すると、エラーになることがあり
ます。

1. 左手で後輪ブレーキレバーを握り、右
手でスタンディングハンドルを持ちま
す。
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4. 車が動き出さないように左手で後輪ブ
レーキレバーをしっかり握ります。

≥¥
飛び出し防止のため必ず後輪ブレーキを作
動させて、車が倒れないように左足で支え
てください。

5. メインスイッチをONにします。

全てのメーター表示が数秒間点灯した
後、始動待ちモードになります。

要 点

8 暗証ロック表示（LOCK）は暗証ロック
がセットされているときに点灯します。

8 始動待ちモードのときにスロットルを
あけるとおしらせ音が鳴ります。

暗証ロック表示�

OFF
ON

6. 1ボタン、2ボタン、3ボタンのいずれ
かを押して始動待ちモードを解除しま
す。
暗証ロック解除モードになります。
（“－－－－”が表示されます。）

要 点
8 暗証ロックがセットされていないとき
は、始動待ちモードを解除すると走行
モードになります。手順8に進みます。

8 走行モードになると、おしらせ音が鳴
ります。ブレーキレバーを握ると鳴り
やみます。
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7. 暗証番号を入力します。
1ボタン、2ボタン、3ボタンで入力し
ます。
正しい番号を入力すると暗証ロックが
解除され走行モードになります。

要 点

走行モードになると、おしらせ音が鳴りま
す。ブレーキレバーを握ると鳴りやみます。

暗証番号を間違えると、おしらせ音が
鳴り“NG”が数秒間点滅して、始動
待ちモードに戻ります。

手順6から再度やり直してください。

要 点

暗証番号は3回続けて間違えると、次回以
降正しい番号を入力しても解除できなくな
ります。一旦メインスイッチをOFFにして、
再度メインスイッチをONにしてやり直し
てください。

8. バッテリー残量表示灯でバッテリー残
量が充分かを確認します。
（バッテリー残量の目安は11ページ参
照）

バッテリー残量表示灯�
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4. 後輪ブレーキレバーをはなします。
5. スロットルグリップをゆっくり手前に
回して発進します。

≥¥
スロットルグリップを急激に手前に回す
と、急発進して危険です。

ゆっくり�
回す�

2. 方向指示器スイッチを右側に入れ、発
進の合図をします。

要 点

方向指示灯を使用するとおしらせ音が鳴り
ます。

3. 前後の安全を確認します。

≥¥
周りの安全を充分に確認してから発進して
ください。
特に雨の日や夜間は周りの状況が見えにく
くなります。より慎重な安全確認が必要で
す。

JAU09047*

走りかた

1. 走行可能状態表示（RUN）が表示され、
走行モードになっていることを確認し
ます。

要 点

パワーモードに設定されているとパワーモ
ード表示（POWER）を表示します。
（パワーモード／標準モードの切り換え
は8ページ「モードの切り換えかた」を参
照）

走行可能状態表示�
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要 点

8 発進後は方向指示灯をすみやかに消灯
してください。

8 Passol-Lにはバッテリー保護のため、
オートパワーオフ機能が装備されてい
ます。停止したまま5分以上経過すると
電源がOFFになります。5分以上停止し
てから再発進する場合は、一旦メイン
スイッチをOFFにしてから再度メイン
スイッチをONにして発進の準備をして
ください。

JAU09048*

◆スピードの調整

スピード調整はスロットルグリップを回し
て行います。
戻す：
スピードが遅くなります。すばやく戻して
ください。
手前に回す：
スピードが速くなります。ゆっくり回して
ください。

戻す�

手前に回す�

⁄
上り坂で停止するときは、ブレーキを使用
してください。スロットルグリップの操作
で車を保持すると、パワーユニット内のコ
ントローラーが発熱して温度保護装置が作
動し、走行できなくなることがあります。
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JAU09049

ブレーキの使いかた

8 スロットルグリップを戻し、前輪ブレ
ーキレバーと後輪ブレーキレバーを同
時に握り、ブレーキをかけます。

8 ブレーキは徐々に、しぼり込むように
かけるのが上手なかけかたです。
余裕をもったブレーキ操作をしてくだ
さい。

8 不要な急ブレーキはかけないでくださ
い。
急ブレーキをかけると、横すべりや転
倒の原因となるときがあります。

≥¥
雨の日や水たまりを走行した後は、ブレー
キのききが悪くなることがあります。
ききが悪いときは、安全な場所で前後の車
に充分注意し、低速で走行しながらききが
回復するまで数回ブレーキを軽く作動さ
せ、ブレーキの湿りをかわかしてください。

要 点

8 前輪または後輪ブレーキだけを使うと、
横すべりや転倒の原因となるときがあ
ります。必ず前後のブレーキを同時に
かけてください。

8 雨の日や路面がぬれているところ、雪
道や凍った道路では、滑りやすく制動
距離も長くなります。速度を落として、
余裕をもった運転をしてください。

8 長い下り坂などで連続してブレーキを
使用すると、フェード現象の原因とな
ります。このようなときは、断続的な
ブレーキ操作で走行してください。

要 点

8 フェード現象
ブレーキ部の温度が上昇すると、ブレ
ーキのききが悪くなるか、まったくき
かなくなる現象。
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JAU09050

止まりかた

1. 方向指示器スイッチを左側にスライド
させ、左に寄る合図をします。

2. 後方の安全を確認します。
3. 周りの交通に注意しながら、徐々に左
に寄ります。

4. スロットルグリップを戻します。
5. 徐々に前輪、後輪のブレーキをかけま
す。
不要な急ブレーキはかけないでくださ
い。

6. 車が止まったら左足を地面につけて、
車を支えます。

7. 方向指示器スイッチを押して、方向指
示灯を消します。
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12.車を垂直にし、右足でメインスタンド
を降ろします。このとき、メインスタ
ンドの脚が左右とも地面に着いている
ことを確認します。

13.右足でメインスタンドを強く踏み込み
ながら、右手でスタンディングハンド
ルを引き上げます。

≥¥
8 交通のじゃまにならない場所に駐車し
てください。

8 平坦な場所に駐車してください。
やむをえず、傾斜地や柔らかい地面な
どの不安定な場所に駐車するときは、
転倒や動き出しのないようにしてくだ
さい。

8. 暗証ロックをセットします。

要 点

8 暗証ロックをセットしない場合は手順9
に進みます。

8 暗証ロックをセットすると走行モード
には戻りません。

2ボタン（SET）を数秒間押し続けま
す。
暗証ロックがセットされるとメーター
が暗証ロック表示（LOCK）を表示し
ます。

暗証ロック表示�

暗証番号が登録されていないと、暗証
ロックはセットできません。“NG”が
点滅し、走行モードに戻ります。（暗
証番号の登録は22ページ参照）

9. メインスイッチをOFFにします。
10.車の左側に降ります。
11.左手でハンドルを、右手でスタンディ
ングハンドルを持ちます。
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JAU09051

◆駐車をするときは

盗難予防のため、車から離れるときは必ず
ハンドルロックをかけ、キーをお持ちくだ
さい。また、チェーンロックなどのサイク
ルロックも同時に使用することをおすすめ
します。

要 点

極端に気温の高い場所または低い場所に駐
車すると、メインスイッチをONにしたと
きに温度保護機能が作動する場合がありま
す。温度保護機能が作動するとオドメータ
ー／トリップメーター表示部に“HEAT”
または“COOL”を点滅表示します。（温
度保護機能は19ページ「温度警告表示」
を参照）
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JAU03277

日常点検の実施

車を安全で快適に使用いただくため、道路
運送車両法で、１日１回の日常点検を行う
ことが義務づけられています。
必ず実施してください。

≥¥
8 日常点検を怠ると重大な事故やケガ、
トラブルの原因となります。必ず実施
してください。

8 異常が認められたときは、ご使用のか
たご自身またはヤマハ販売店で必ず整
備を行ってください。

要 点

点検整備に使用する工具は、必要に応じて
お買い求めください。（モデルにより、車
載工具の有無や内容が異なります。）

≥¥
安全のため、ご自身の知識、技量にあわせ
た範囲内で点検・整備を行ってください。
難しいと思われる内容はヤマハ販売店にご
依頼ください。点検整備するときは安全に
充分注意し、下記の内容を守ってください。
●点検は平坦で足場のしっかりした場所を
選び、スタンドを立てて行ってくださ
い。

●停止直後は、モーターなどが熱くなって
います。直接触れたりしないでくださ
い。ヤケドに注意してください。

●走行して点検するときは、交通状況に注
意してください。

●異常が認められたときは、ご使用のかた
ご自身またはヤマハ販売店で必ず整備
を行ってください。

JAU02482

日常点検
JAU09052

日常点検箇所／点検内容

詳しい点検の方法は、次頁以降の日常点検
の方法および別冊「メンテナンスノート」
の点検整備のしかた以降を参照してくださ
い。

（注）
※印の点検は車の走行距離、運行時の状態
などから判断した適切な時期に実施をして
ください。

点 検 箇 所
ブレーキ

タイヤ

エンジン
（モーター）

灯火装置
および方
向指示灯
運行にお
いて異常
が認めら
れた箇所

点　検　内　容
ブレーキレバーの握りし
ろが適切で、ブレーキの
ききが充分であること。

8 タイヤの空気圧が適当で
あること。

8 亀裂、損傷がないこと。
8 異常な摩耗がないこと。
※溝の深さが充分あること。

※モーターに異音がないこ
と。

※低速、加速の状態が適当
であること。

点灯または点滅具合が良
好で、かつ、汚れや損傷
がないこと。

当該箇所に異常がないこ
と。
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JAU03528

日常点検の方法

◆ブレーキレバーの遊び、
きき具合の点検

JAU02498

ブレーキの遊びの点検
ブレーキレバーを軽く握り、抵抗を感じる
までのレバー先端部の遊びが規定の範囲に
あるかを点検します。
遊びは10～20mm

遊び�遊び�

＜後輪ブレーキ＞ 　　　　　　＜前輪ブレーキ＞

JAU02502

ブレーキのきき具合の点検
乾いた路面を走行し、前輪ブレーキ、後輪
ブレーキを別々に作動させたときのきき具
合を点検します。
ブレーキのきき具合が悪いときは、ヤマハ
販売店で点検・整備を受けてください。

≥¥
走行して点検するときは、交通状況に注意
し、低速で走行しながら行ってください。

JAU03513

◆タイヤの空気圧

タイヤ接地部のたわみ状態により空気圧が
不足していないかを点検します。
たわみ状態が異常なときは、タイヤゲージ
で点検し、正規の空気圧にしてください。
空気圧はタイヤが冷えているときに測定し
てください。
（タイヤ空気圧は79ページ参照）

不足� 適正�
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要 点

8 タイヤの空気圧は徐々に低下します。
見た目には不足していることが判りに
くいタイヤもあり、少なくとも１か月
に一度はタイヤゲージを使用して空気
圧の点検を行ってください。

8 空気圧の確認は、タイヤが冷えている
ときに行ってください。走行後はタイ
ヤが暖まっており、空気圧が高くなり
ます。

JAU09119

◆タイヤの亀裂、損傷の点検

タイヤの接地面や側面に著しい亀裂や損傷
がないか、また、釘、石、その他の異物が
刺さっていないかを点検します。

要 点

道路の縁石などにタイヤ側面を接触させた
り、大きなくぼみや突起物を乗り越したと
きは、必ず点検してください。

ウェアインジケーター�
（摩耗限度表示）�

異物�
（釘、石）

亀裂、損傷�

JAU02509

◆タイヤの異常な摩耗

タイヤの接地面が異常に摩耗していないか
を点検します。

JAU09120

◆タイヤの溝の深さ

タイヤの溝の深さをウェアインジケーター
で点検します。ウェアインジケーターがあ
らわれたら、タイヤを交換してください。
タイヤに異常があるときは、ヤマハ販売店
で点検・整備を受けてください。

要 点

8 ウェアインジケーターはタイヤの溝が
０.８mmになるとあらわれます。

8 安定したコーナリングや操縦性などを
確保して安全な走行を行うため、タイ
ヤの溝には充分注意してください。一
般的に原付のタイヤは前輪、後輪とも
溝の深さが１.６mm以下になりましたら
交換をおすすめします。
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JAU09055*

◆灯火装置および方向指示灯の点検

メインスイッチをONにします。
8 ヘッドライト、テールランプが点灯す
るかを点検します。
同時にヘッドライト上下切り替えスイ
ッチを& %にし、上向き、下向き
に切り替わるかも点検します。

JAU09053

◆モーターの異音の点検

モーターから異音がしないかを点検しま
す。

要 点

メインスタンド使用中は、安全のため、ス
ロットルグリップを操作してもモーターの
回転数は一定以上にはなりません。

JAU09054

◆低速、加速の状態の点検

スロットルグリップを徐々に回して加速し
たとき、スロットルグリップもモーターも
スムーズに回るかを走行するなどして点検
します。異常を感じたら、ヤマハ販売店で
点検・整備を受けてください。

≥¥
8 異なった種類のタイヤや指定サイズ以
外のタイヤを使用することは、車の安
全走行に悪影響がありますので使用し
ないでください。

8 過度にすり減ったタイヤの使用や不適
正な空気圧での運転は、転倒事故など
を起こす原因となることがあります。
取扱説明書に記載された空気圧を守り、
過度にすり減ったタイヤは交換してく
ださい。

8 タイヤに異常があると、操縦安定性に
影響をおよぼしたりパンクの原因にな
ります。異常があるときは、ヤマハ販
売店で点検・整備を受けてください。
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JAU02552

◆運行において異常が認められた
箇所の点検

運行中に異常を認めた箇所について、運行
に支障がないかを点検します。

8 前輪ブレーキレバー、後輪ブレーキレ
バーを別々に握り、ブレーキランプが
点灯するかを点検します。

8 方向指示器スイッチを操作し、前後左
右の方向指示灯がおしらせ音を伴って
点滅するかを点検します。

8 レンズなどに汚れや損傷がないかを点
検します。
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≥¥
安全のため、ご自身の知識、技量にあわせ
た範囲内で点検・整備を行ってください。
難しいと思われる内容はヤマハ販売店にご
依頼ください。点検整備するときは安全に
充分注意し、下記の内容を守ってください。
●点検は平坦で足場のしっかりした場所を
選び、スタンドを立てて行ってくださ
い。

●停止直後は、モーターなどが熱くなって
います。直接触れたりしないでくださ
い。ヤケドに注意してください。

●走行して点検するときは、交通状況に注
意してください。

JAU02968

定期点検整備
JAU03279

定期点検整備の実施

定期点検整備は車を使用する人が自己管理
責任で定期的に行う点検整備で、法または
法に準じて行うことが義務づけられていま
す。二輪自動車または原動機付自転車につ
いては、６か月点検と１２か月点検の２種
類があります。

≥¥
8 定期点検整備を怠ると重大な事故、ケ
ガ、トラブルの原因となります。必ず
実施してください。

8 異常が認められたときは、ご使用のか
たご自身またはヤマハ販売店で必ず整
備を行ってください。

要 点

点検整備に使用する工具は、必要に応じて
お買い求めください。（モデルにより、車
載工具の有無や内容が異なります。）

JAU09056

定期点検整備の方法

定期点検項目と基本的な点検内容は別冊の
「メンテナンスノート」に記載してありま
す。ここでは、この車独自の内容を補足説
明しています。
実際の点検作業にあたっては、別冊「メン
テナンスノート」とあわせてご使用くださ
い。

要 点

8 点検結果は、別冊「メンテナンスノー
ト」の定期点検整備記録簿に記入して
ください。ご自身でできない項目につ
いては、ヤマハ販売店で点検を受け、
記録してください。

8 点検の記録は廃車されるまで保存して
ください。

8 メーカー指定項目の点検結果は、定期
点検整備記録簿の「その他」の欄に記
録してください。
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●異常が認められたときは、ご使用のかた
ご自身またはヤマハ販売店で必ず整備
を行ってください。

JAU02635

車体各部の給油脂状態の点検

車体各部の給油脂状態が充分であるかを点
検します。
異常があるときは、ヤマハ販売店で点検・
整備を受けてください。

JAU09057

バッテリーの点検

バッテリーボックスに破損や損傷がないか
を点検します。
バッテリーに異常があるときは、ヤマハ販
売店で点検・整備を受けてください。
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JAU02656

ブレーキシューの摩耗点検

ブレーキレバーをいっぱいに握ったとき、
インジケーターが使用範囲から外れるとブ
レーキシューの使用限度です。ヤマハ販売
店で交換・整備を受けて下さい。

使用�
範囲�

使用�
範囲�

インジ�
ケーター�

インジ�
ケーター�

ドラムインジケーター�
（ヤマハ販売店整備用）�
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JAU09058

やさしい整備

点検をして車に異常が認められたときに
は、調整、清掃、交換などの整備が必要と
なります。ここでは、通常行われることが
多い簡単な整備方法を説明しています。

≥¥
安全のため、ご自身の知識、技量にあわせ
た範囲内で点検・整備を行ってください。
難しいと思われる内容はヤマハ販売店にご
依頼ください。点検整備するときは安全に
充分注意し、下記の内容を守ってください。
●点検は平坦で足場のしっかりした場所を
選び、スタンドを立てて行ってくださ
い。

●停止直後は、モーターなどが熱くなって
います。直接触れたりしないでくださ
い。ヤケドに注意してください。

●走行して点検するときは、交通状況に注
意してください。

●異常が認められたときは、ご使用のかた
ご自身またはヤマハ販売店で必ず整備
を行ってください。

要 点

点検整備に使用する工具は、必要に応じて
お買い求めください。（モデルにより、車
載工具の有無や内容が異なります。）

JAU02662

やさしい整備
JAU02672

ブレーキの遊びの調整

前、後輪ブレーキレバー先端部の遊びが
10～20mmになるように、アジャスターで
調整します。

アジャスター�

(a)

(b)

アジャスター�

(a)

(b)

＜前輪ブレーキ＞

＜後輪ブレーキ＞
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1: 時計回り（a）に回すと、遊びが少な
くなります。

2: 反時計回り（b）に回すと、遊びが多
くなります。

要 点

アジャスターは、必ずピンとかみ合わせて
ください。

≥¥
ブレーキ調整後は、必ずブレーキランプの
点灯と、そのタイミングを確認してくださ
い。

アジャスター�

ピン�

JAU02754

バックミラー

◆バックミラーの取り付け
および取り外しかた

8 右バックミラーは左ネジです。
左：反時計回り（a）に回すと締まります。
右：時計回り（b）に回すとゆるみます。
8 左バックミラー（オプション）は右ネ
ジです。

右：時計回り（a）に回すと締まります。
左：反時計回り（b）に回すとゆるみます。

(a)

(b)

(a)

(b)
進行方向�

左バックミラー�
（オプション）� 右バックミラー�

JAU09059

ヒューズ

センターカバーを取り外すとヒューズがセ
ットされています。

ボルトを外し、センターカバーを取り外し
ます。

要 点

メインスイッチの左右付近を両手で持ち上
げ、後ろに引くようにして取り外します。

ボルト�

センターカバー�
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⁄
8 交換するヒューズは、規格外のものを
使用しないでください。

8 指定容量を超えるヒューズを使用する
と、配線の過熱や焼損の原因になりま
す。

8 電装品類（ライト、計器など）を取り
付けるときは、車種ごとに決められて
いる「ヤマハ純正部品」を使用してく
ださい。それ以外のものを使用すると、
ヒューズが切れたり、バッテリーあが
りを起こすことがあります。

8 洗車時ヒューズボックスのまわりに水
を強く吹き付けないでください。漏電
や短絡（ショート）の原因になります。

メインヒューズ：7.5A
ターンシグナルヒューズ：3A
バックアップヒューズ：3A

ヒューズが切れたときは、原因を調べてか
らスペアと交換してください。

バックアップヒューズ�

メインヒューズ�

ターンシグナルヒューズ�
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いつまでも車を長持ちさせるために、お手
入れをしてください。
すみずみまで掃除すれば、普段気付かない
異常箇所や摩耗が発見でき、故障の予防に
もなります。

JAU09060*

洗 車

雨天走行後など、車が汚れたときは早めに
洗車してください。車をサビやキズから守
ります。
8 中性洗剤を使用して水洗いします。洗
車後は柔らかい布で水分をよくふきと
ります。からぶきはキズの原因になり
ますので、しないでください。また、
スチーム洗車や水道ホースなどで、車
に直接圧力をかける洗車もしないでく
ださい。

8 洗車後、必要に応じて各部にグリース
などを注油してください。

8 車の塗装面保護のため、ワックスがけ
をしてください。

ワックス：ユニコンカークリーム

≥¥
8 洗車時、ブレーキドラムに直接水をか
けないでください。ドラム内に水が入
ると、ブレーキの制動力が低下し、一
時的にブレーキがきかなくなることが
あります。
特に寒冷地では充分注意してください。

8 洗車後、ブレーキのききが悪くなるこ
とがあります。ききが悪いときは、前
後の車に充分注意しながら低速で走行
し、ききが回復するまで数回ブレーキ
を軽く作動させて、ブレーキの湿りを
かわかしてください。

⁄
コンパウンドの入ったワックスは、プラス
チック部分を傷つけますので、使用しない
でください。

JAU02845

お車の手入れ
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JAU09061

保管のしかた

◆保管場所

保管場所は慎重に選びましょう。
8 平坦で安定のよいところ。
8 風通しがよく、湿気のないところ。
8 雨つゆや直射日光が当たらないとこ
ろ。

8 車はできるだけ敷地内に保管してくだ
さい。

◆保管方法

8 盗難予防のため、車から離れるときは
必ずハンドルロックをかけ、キーをお
持ちください。また、Pロック、チェ
ーンロックなどのサイクルロックも同
時に使用することをおすすめします。

8 屋外に駐車するときはボディーカバー
をかけてください。
なお、ボディーカバーはモーターが冷
えてからかけてください。

◆長期保管するときは

8 バッテリーは取り外して保管します。
バッテリー残量が少ない場合は充電し
てください。バッテリーを長持ちさせ
るために、バッテリーボックス側ラン
プが3個または4個点灯する状態での保
管をおすすめします。

要 点

バッテリーは完全に放電してしまうと再充
電して使用することができなくなります。

8 バッテリーは室内の平坦で、すずしい
ところや湿気のない場所に保管してく
ださい。

8 保管する前にワックスがけをしてくだ
さい。サビを防ぐ効果があります。
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JAU09062

アフターケア用品について

大切な車の状態は、使用するお手入れ用品
の品質により大きく左右されます。ヤマハ
の車には、ヤマハ純正用品をご使用くださ
い。

◆ユニコンカークリーム（ワックス）

塗装面の汚れを簡単にとり、手間をかけず
に美しい光沢が得られます。また、どんな
塗装にも使用できる伸びのよいワックスで
す。

◆長期間保管して再使用するときは

8 長期間（1か月以上）保管して再び使
用する場合は、必ず充電をしてから使
用してください。（通常の充電よりも
若干時間がかかる場合があります。）

8 走行前に、各部の点検をしてください。

5UY-9-J3  06.3.23 8:30 AM  ページ 73



74

メインスイッチをONにしても始動待ちモ
ードにならないときは？

次の項目を確認してください。
1. 充電中ではありませんか？
充電中はメインスイッチをONにして
も始動待ちモードにはなりません。

2. スロットルグリップを回さずにメイン
スイッチをONにしましたか？
スロットルグリップを回した状態でメ
インスイッチをONにしても始動待ち
モードにはなりません。スロットルグ
リップを閉じてください。

以上のことを確認しても始動待ちモードに
ならないときは・・・・
ヤマハ販売店で点検・整備を受けてくださ
い。

発進できないときは？

走行モードになっていますか？（走行可能
状態表示（RUN）が表示されています
か？）
走行モードにならないと、発進できません。
以上のことを確認してから、51ページの
「発進の準備」「走りかた」の方法で再度発
進してください。
以上のことを確認しても、発進できないと
きは・・・・
ヤマハ販売店で点検・整備を受けてくださ
い。

JAU09063*

こんなときは

こんなときは、ヤマハ販売店にご相談される前に次のことを調べてください。

電源が入らない（メーターに何も表示され
ない）ときは？

バッテリー残量はありますか？
バッテリーボックス側ランプでバッテリー
残量を確認してください。バッテリー残量
がないとき（ランプが1灯点滅していると
き）は充電してから使用してください。
バッテリー残量があるとき（ランプが1～
5灯点灯しているとき）は・・・・
ヒューズ切れが考えられます。69ページ
を参照してヒューズを点検してください。
ヒューズに異常がないときは、ヤマハ販売
店で点検・整備を受けてください。
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警告マーク（Q）が表示されたときは？

メインスイッチを一旦OFFにしてからON
にしなおしても警告マーク（Q）が表示
されているときは・・・・
ヤマハ販売店で点検・整備を受けてくださ
い。

要 点

警告マーク（Q）が表示されていても、
走行可能状態表示（RUN）が点灯し走行
モードになっていれば走行できます。

8 方向指示灯以外のランプ類の場合はラ
ンプの球切れが考えられます。79ペー
ジの規格に合わせて、同じものと交換
してください。

⁄
電球は、正規の規格と同じものと交換して
ください。これ以外のものを使用すると、
球切れ、作動不良などの原因となります。

ランプ類が点灯しないときは？

次の項目を確認してください。
1. 車載充電をしていませんか？
2. メインスイッチがONになっています
か？（メーターが表示をしています
か？）
メーターが表示していないときは、オ
ートパワーオフが作動している場合が
ありますので、一旦メインスイッチを
OFFにしてからONにしなおしてくだ
さい。

3. 各スイッチを作動させていますか？
以上のことを確認しても、ランプ類が点灯
しないときは・・・・
8 方向指示灯の場合はヒューズ切れが考
えられます。69ページを参照してヒュ
ーズを点検してください。ヒューズが
切れていないときはランプの球切れが
考えられます。79ページの規格に合わ
せて、同じものと交換してください。
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温度保護機能が作動しています。メイ
ンスイッチをOFFにして、しばらく待
ってから使用してください。

⁄
Passol-Lを押して移動する場合はメイン
スイッチをOFFにしてください。
また歩道のある場所では歩道を通行してく
ださい。

以上の事を確認しても、モーターが回らな
いときは・・・・
ヤマハ販売店で点検・整備を受けてくださ
い。

メインスイッチがONのときにメーターや
ヘッドライトが消灯したときは？

次の項目を点検してください。
1. 5分以上、停車していませんか？
Passol-Lにはバッテリー保護のため、
オートパワーオフ機能が装備されてい
ます。停止したまま5分以上経過する
と電源がOFFになり、メーターやヘッ
ドライトが消灯します。

2. バッテリー残量はありますか？
バッテリーを取り外し、バッテリーボ
ックス側ランプでバッテリー残量を確
認してください。バッテリー残量がな
いときは充電してから使用してくださ
い。

⁄
Passol-Lを押して移動する場合はメイン
スイッチをOFFにしてください。
また歩道のある場所では歩道を通行してく
ださい。

走行中にモーターが止まったときは？

次の項目を確認してください。
1. バッテリー残量はありますか？
バッテリー残量表示灯でバッテリー残
量を確認してください。バッテリー残
量がないときは充電してから使用して
ください。

2. メーターが“HEAT”を表示していま
せんか？
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暗証ロックが解除できないときは？

暗証番号は3回続けて間違えると、正しい
番号を入力しても解除できなくなります。
一旦メインスイッチをOFFにして、再度メ
インスイッチをONにしてやり直してくだ
さい。

充電できない（充電してもバッテリー残量
が増えない）ときは？

充電できないときは、次の項目を確認して
ください。
1. 電源プラグや充電プラグはしっかり接
続されていますか？

2. 充電器の充電ランプが緑色で点灯して
いますか？
充電器のランプが緑色の点滅または赤
色の点灯や点滅をしているときは次の
項目を参照してください。

上記のことを確認してから42ページの
「充電のしかた」を参照し、もう一度充電
してください。
以上のことを確認しても、充電できないと
きは・・・・
それでも作動しない場合は、充電器の故障
が考えられます。ヤマハ販売店で点検・整
備を受けてください。

3. ヒューズ切れが考えられます。69ペー
ジを参照してヒューズを点検してくだ
さい。

以上のことを確認してから再度メインスイ
ッチをONにしてください。
再度メインスイッチをONにしてもメータ
ーやヘッドライトが点灯しないときは、ヤ
マハ販売店で点検・整備を受けてくださ
い。
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充電器が熱くなるときは？

充電中は多少の熱を持ちます。
（約40～60℃になる場合がありますが、故
障ではありません。）
高温の場合は異常が考えられますので、電
源プラグと充電プラグを抜いて、ただちに
使用を中止してください。ヤマハ販売店で
点検・整備を受けてください。

1回の充電で走れる距離が著しく短くなっ
たときは？

バッテリーの寿命です。ヤマハ販売店でバ
ッテリーを交換してください。バッテリー
交換は有料です。

充電器の充電ランプが赤色で点灯または点
滅をするときは？

充電器またはバッテリーボックス内異常を
検出したため、充電できません。
一旦充電プラグと電源プラグを抜いて充電
を中止し、時間をおいてから再度充電して
ください。再び赤ランプ点灯または点滅す
る場合は機器の故障が考えられます。電源
プラグと充電プラグを抜き、使用を中止し
てください。ヤマハ販売店で点検・整備を
受けてください。

充電器から異音がするときは？
充電中にファンが回る音がしますが異常で
はありません。

充電器から異臭、煙がでるときは？
電源プラグと充電プラグを抜き、ただちに
使用を中止してください。ヤマハ販売店で
点検・整備を受けてください。

充電器の充電ランプが緑色でゆっくり点滅
するときは？

故障ではありません。
充電待ちの状態です。そのままお待ちくだ
さい。しばらくすると充電ランプが緑色点
灯に変わり、通常充電を行います。

充電器の充電ランプが緑色ではやい点滅を
するときは？

充電待ちの状態が長時間続いて充電が中止
されました。
39ページ「充電する場所」を参照して、
充電可能な温度（-5℃～45℃）の場所で
もう一度充電してください。
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JAU09064

サービスデータ

製品仕様

※ 1充電あたりの走行距離は定められた試験条件のもとで、時速30kmで走行した場合の値です。車載重量、走行時の気象、道路、車両、整
備などの諸条件によって異なります。

Passol-L

ヤマハ・ZAD-SY04J

1530mm

600mm

995mm

1040mm

115mm

1名

47kg

1600mm

43km

機 種 名 称

車名・認定型式

全 長

全 幅

全 高

軸 間 距 離

最 低 地 上 高

乗 車 定 員

車 両 重 量

最 小 回 転 半 径

※1充電あたりの走行距離

原 動 機 種 類

定 格 出 力

最 高 出 力

最 大 ト ル ク

１ 次 減 速 比

燃 料 の 種 類

バッテリー形式

バッテリータイプ
バッテリー容量

タイヤサイズ

タイヤ空気圧
前

後

電

球

ヘ ッ ド ラ イ ト

ブレーキ／テールランプ

方 向 指 示 灯

速 度 警 告 灯 /

異 常 警 告 灯

前

後

7.5A

3A

3A

60/100-12  36J

60/100-12  36J

200kPa(2.00kgf/f)

250kPa(2.50kgf/f)

24V35/35W

24V21/6W

24V10W×4

LED

ヒューズ（メイン）

ヒューズ（ターンシグナル）

ヒューズ（バックアップ）

25V交流同期電動機

0.58kW

1.2kW(1.6PS)/2250r/min

7.5N・m(0.76kgf・m)/310r/min

5.647（17/31/79）

電気

リチウムイオン電池

IM24-m

ESB1

25V24Ah

車体

AC100V

約6.0時間（充電待ちの時間を除く）

ESC2

電源

充電時間

タイプ

充電器
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サービスマニュアルには、点検・調整や分解・組立の方法を写真やイラストを用いて説明してあり
ます。車の概要や構造を理解するためにご利用ください。

サービスマニュアルのご注文は、ヤマハ販売店で受けております。部品番号をお知らせください。

Passol-L サービスマニュアル 部品番号
基本版： QQS-CLT-000-5UY
追補版： QQS-CLT-010-5UY

QQS-CLT-011-5UY

※追補版は、マイナーチェンジなどで機構に変更があったときに、その変更部分のみを説明した
サービスマニュアルです。基本版とあわせてご使用ください。

JAU02904

サービスマニュアル（別売）の紹介

5UY-9-J3  06.3.23 8:30 AM  ページ 80



81

JAU09126

車両情報

二輪車を廃棄する場合は？

廃棄を希望する場合は？
廃棄を希望される二輪車がある場合は、お
近くの「廃棄二輪車取扱店」にご相談くだ
さい。

廃棄二輪車取扱店とは？
（社）全国軽自動車協会連合会の登録販売
店で、広域廃棄物処理指定業指定店として
登録されているお店が「廃棄二輪車取扱店」
です。廃棄二輪車を適正処理するための窓
口として、店頭に「廃棄二輪車取扱店の証」
が表示されています。

リサイクル費用とは？
廃棄二輪車を適正に処理し、再資源化する
費用です。二輪車リサイクルマークが車体

廃棄二輪車取扱店の証�

に貼付されている二輪車は、リサイクル費
用をメーカー希望小売価格に含んでいます
ので、リサイクル料金はいただきません。
ただし、リサイクル費用には運搬および収
集料金は含まれていませんので、廃棄二輪
車取扱店または指定引取場所までの運搬・
収集料金は、お客様の負担になります。運
搬・収集料金につきましては、廃棄二輪取
扱店にご相談ください。

二輪車リサイクルマークの取り扱い
この車には、下図の位置に二輪車リサイク
ルマークが貼付されています。
廃棄時に二輪車リサイクルマークの有無を
確認しますので、絶対に剥がさないでくだ
さい。二輪車リサイクルマークは、剥がれ
や破損による再発行、部品販売の取り扱い
はございません。
剥がれや破損でリサイクルマーク付き対象
車かどうかが不明の場合は、下記へお問い
合わせください。

廃棄二輪車に関するお問い合わせについて
廃棄二輪車に関するお問い合わせは、最寄
りの「廃棄二輪車取扱店」または下記へお
問い合わせください。
（財）自動車リサイクル促進センターホー
ムページ
http://www.jarc.or.jp/
二輪車リサイクルコールセンター
電話番号　０３－３５９８－８０７５
受付時間　９時３０分～１７時００分
（土・日・祝日・年末年始等を除く）

二輪車リサイクルマーク�
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JAU03770

車両情報

パーツオーダー、アフターサービスなどに使用します。
モデルラベルは、あなたの車を正確に特定するための情報をコード
化したものです。ご相談の際には、車名およびモデルラベルの内容
を正確にご連絡ください。
モデルラベルは、シートを開けると貼り付けてあります。

あなたの車の情報を記入し、控えにしてください。

モデルラベル�

モデルラベル

車　名　は Passol-L

製品仕様を示しています。

○
カラーリングを示しています。

●

ナンバー登録、自動車保険の加入などに使用します。
詳しくは、お買い求めの販売店にご相談ください。

車台番号�

原動機番号�

型式�
認定番号�

JAU09137

モデルラベル 車台番号、原動機番号、型式認定番号
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メ　モ
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PRINTED IN JAPAN
2006.3-0.1 × 1 n

(J)

最寄りのお客様相談窓口については、メンテナンスノートの
巻末をご覧ください。

あなたの街のあなたのお店

再生紙を使用しています

QQS-CLT-102-5UY
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